
 

伊
丹
康
人
先
生
（
股
関
節
研
究
振
興
財
団

名
誉
理
事
長
）
は
、
日
本
人
の
骨
格
に
よ
く

適
合
す
る
理
想
的
な
人
工
股
関
節
へ
の
血
の

滲
む
よ
う
な
研
究
・
開
発
を
３
７
年
間
に
も

及
ぶ
長
い
年
月
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
１

９
９
４
年
に
は
Ｊ
Ｏ
Ｈ
Ｐ(

日
本
の
整
形
外

科
医
が
開
発
し
た
人
工
股
関
節
と
い
う
意

味)

と
名
付
け
た
理
想
的
な
人
工
関
節
を
作

り
上
げ
て
、
そ
の
術
後
成
績
を
含
め
た
３
７

年
間
の
研
究
成
果
を
２
０
０
８
年
に
「
理
想

的
人
工
股
関
節
へ
の
挑
戦
」
と
い
う
一
冊
の

本
に
し
て
刊
行
さ
れ
ま
し
た
（
股
関
節
研
究

振
興
財
団
出
版
）
。
本
文
の
タ
イ
ト
ル
は
、

先
生
の
本
の
名
前
で
す
。 

私
は
、
先
生
が
慈
恵
医
科
大
学
整
形
外
科

教
授
で
お
ら
れ
た
１
９
８
０
年
に
先
生
の
も

と
で
理
想
的
人
工
股
関
節
の
概
念
を
学
ば
せ

て
戴
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
新
設
の
佐
賀
医

科
大
学
に
お
い
て
、
１
９
８
３
年
に
３
本
ス

パ
イ
ク
付
き
人
工
股
関
節
置
換
手
術
が
行
え 

理
想
的
人
工
股
関
節
へ
の
挑
戦 

公
益
財
団
法
人
日
本
股
関
節
研
究
振
興
財
団 

相
談
役 忽

那 

龍
雄 

 

る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
２
０
０
４
年
に
定
年

退
職
ま
で
の
２
０
数
年
間
に
亘
り
、
先
生
に

は
た
び
た
び
御
来
学
戴
き
、
人
工
股
関
節
に

対
す
る
考
え
方
、
手
術
手
技
な
ど
、
股
関
節

外
科
に
関
す
る
多
く
の
こ
と
を
親
し
く
御
教

授
戴
き
ま
し
た
。 

人
工
股
関
節
と
は
、
大
腿
骨
頭
の
受
け
皿

と
な
る
骨
盤
側
の
人
工
骨
（
人
工
臼
）
と
大

腿
骨
頭
の
代
用
で
あ
る
大
腿
骨
側
の
人
工
骨

（
人
工
骨
頭
と
そ
の
軸
）
の
形
態
が
異
な
っ

た
二
つ
の
人
工
骨
（
金
属
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
な
ど
の
加
工
品
）
を
組
み
合

わ
せ
た
も
の
で
す
。 

先
生
は
、
人
間
の
骨
で
作
っ
た
人
工
股
関

節
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、
そ
う
で
な
い
以
上
、

「
ヒ
ト
」
の
身
体
は
体
の
中
に
入
れ
た
も
の

を
す
べ
て
異
物
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
が
生

体
の
常
で
あ
り
、
人
工
物
を
簡
単
に
は
受
け

入
れ
て
は
く
れ
な
い
。
そ
れ
を
長
年
共
存
さ

せ
る
理
想
的
条
件
と
は
な
に
か
に
つ
い
て
、 

動
物
実
験
、
生
体
力
学
な
ど
の
基
礎
的
研
究
、

お
よ
び
術
後
の
成
績
を
解
析
さ
れ
て
、
最
も

重
要
な
条
件
が
人
工
股
関
節
の
最
適
な
設
置

方
向
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
位
置
は
、
身
体
の
重
み
が
股
関
節

か
ら
大
腿
骨
へ
伝
達
さ
れ
る
通
路
（
荷
重
路
）

に
位
置
付
け
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
正
確
な

手
術
手
技
に
よ
っ
て
、
骨
掘
削
を
最
小
限
に

し
、
荷
重
路
内
に
設
置
で
き
れ
ば
、
人
工
骨

は
生
体
の
骨
と
自
然
に
適
合
致
し
ま
す
。
私

は
先
生
の
鋭
い
洞
察
力
に
感
服
致
し
ま
し

た
。 な

お
、
股
関
節
財
団
か
ら
原
稿
依
頼
を
頂

き
ま
し
た
直
後
の
昨
年
１
２
月
、
恩
師
伊
丹

康
人
先
生
が
１
０
２
歳
の
天
寿
を
全
う
さ
れ

た
と
の
お
知
ら
せ
を
受
け
て
驚
き
ま
し
た
。

ま
さ
に
「
巨
星
落
つ
」
で
す
。 

理
想
的
な
人
工
股
関
節
の
開
発
、
正
確
な

設
置
を
可
能
に
す
る
た
め
の
手
術
器
具
の
開

発
な
ど
を
行
う
機
会
を
与
え
て
戴
き
、
温
か

く
多
く
の
事
を
お
教
え
戴
き
ま
し
た
。
心
か

ら
幸
せ
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

謹
ん
で
先
生
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。 
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平成２８年度股関節助成金及び、海外研修助成交付者決定 

企業様からのご寄附と皆様からの「股関節らくらく募金」は、 

下記の助成金に使用されました。温かいご支援に、感謝いたします。 

  

平成 28年股関節研究助成金交付者 3名(左)と本年度より始まった股関節海外研修助成交付者 3名(右) 

股関節研究助成研究課題と交付者名簿 

「日本人ゲノム解析ツールによる股関節形成不全の疾患感受性遺伝子の探索」 

                東北大学    森優先生       ７０万円  

「変形性股関節症の発生率およびその危険因子の解明：地域縦断コホート調査」 

                東京大学    飯高世子先生    ７０万円 

「活動性の広がりと運動機能向上を目的としたロコトレと二重課題トレーニングによる健康増進事業」 

                HITO病院   岩瀬美保先生    ７０万円  

股関節海外研修助成交付者名簿 

                九州大学    本村悟朗先生    ３５万円 

                北里大学    福島健介先生    ３５万円 

                山形大学    高窪祐弥先生    ３５万円 

 

第２７回 股関節研究セミナー 開催 
第 43 回日本股関節学会学術集会にあわせて、大阪国際会議場にて開催されました。セミナーでは、

平成 25 年度股関節研究助成金交付者による研究成果報告が行われました。それぞれ、股関節研究に

とって大変有意義な研究で、さらなる期待が持てる内容となりました。セミナー参加者は約 40 名、

熱心な質疑応答が行われました。 

報告 1 「人工股関節における至適軟部組織緊張バランスを指標としたインプラント設置手技の確立」 

                      独立行政法人地域医療機能推進機構 九州病院 藤井政徳先生 

報告 2 「自動定量システムを用いた変形性股関節症の早期診断法の確立」 

                      東京大学 村木重之先生 

報告 3 「股関節不安定性の評価法の確立に関する研究」 

                      独立行政法人国立病院機構 呉医療センター 森亮先生 

藤井政憲先生 森 亮 先生 村木重之先生 



   第 16回股関節市民フォーラムご報告 

平成 28年 9月 3日（土）、東京医療保健大学世田谷キャンパス校

舎 M103教室にて、「ロコモ予防の第一歩は、呼吸から」という年々

話題になりつつある「呼吸」をテーマに第 16回股関節市民フォーラ

ムを開催いたしました。 

まず、挨拶として当財団の理事長である別府諸兄先生が、「今な

ぜ呼吸が大切ですか？」というテーマをロコモティブシンドローム

の観点からご説明いたしました。 

次に、この度のフォーラムのテーマである「ロコモ予防の第一歩

は、呼吸から」を、日本における「呼吸」の第一人者である東京有

明医療大学副学長本間生夫先生がご講演されました。講演では、加齢により引き起こされ

るロコモティブシンドロームと呼吸の関係を解説し、その予防法として「呼吸ストレッチ」

の有用性と実演を行い非常に好評でした。 

休憩を挟み行われた実技では、当財団の体操指導者で健康運動指導士でもある太藻ゆみ

こ氏が、「効果的に身体を動かす呼吸の仕方」を会場の参加者の皆様と共に行い、皆さま

楽しんで参加されていました。 

最後に行われた「質疑応答」では、この度のテーマである「呼吸」を中心に会場の皆様

と活発に意見交換がなされ、大変有意義なものとなりました。 

 
第 17回股関節市民フォーラムご報告 

平成 28年 12月 10日（土）、はまぎんホールヴィアマーレ（横浜市）にて第 17回股関

節市民フォーラムを幼年期の股関節疾患（先天性股関節脱臼※発育性股関節脱臼）～大人

になってから起こりうる股関節疾患（変形性股関節症）をテーマに開催いたしました。 

開演前には、4種類の健康チェック（ロコモスキャン・ロコモ度テスト・体組成計測・

ボール体操体験）が行われ、参加者の皆さまは楽しみながら参加されておりました。 

まず、第１講演の「先天性股関節脱臼早期発見の取組み」では、新潟大学総合リハビリ

テーションセンター助教の村上玲子先生が、幼少期に起こる股関節疾患とその治療や知識

を丁寧に解説しました。 

次の第 2講演の「変形性股関節症」では、北里大学整形外科学・医療衛生学部教授の高

平尚伸先生が変形性股関節症の知識～全人工股関節置換術後の QOL（ｸｵﾘﾃｨｵﾌﾞﾗｲﾌ）向上

つまり、術後のスポーツ活動について動画を用いて、わかり易く講演いたしました。 

そして、第 3講演の「股関節を長持ちさせて、ロコモに打ち克つコツ! ボール体操」で

は、講演を当財団の別府諸兄理事長が行い、実技を当財団実技指導者である太藻ゆみこ氏

が、参加者の皆さまと一緒に行い、エク

ササイズボールを用いたボール体操なら

びに、無料配布したソフトギムニク（小

さなボール）を用いた体操も併せて実演

し、大変好評でした。 

最後に行われた「質疑応答」では、股

関節～ボール体操まで会場の皆様と活発

に意見交換がなされ、大変有意義なものとなりました。 

本間生夫先生 



 

「人工股関節の手術を受ける人が読んでおきたい本」 

人工股関節の手術前に関する疑問・質問を幅広く網羅し、イラストと専門家（有名 

大学教授・医師・健康運動指導士）のわかり易い解説で、大変読みやすい内容です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

股関節関連書籍のご紹介コーナー 

訃報 

当財団の創設者であり 名誉理事長の伊丹康人先生が 

平成 28年 12月 22日 102歳の生涯を閉じました 

ここに生前のご厚誼に深謝し 謹んでご通知申し上げます 

平成 29年 1月 25日 

公益財団法人日本股関節研究振興財団 

理事長 別府諸兄 

～本書目次～ 
1、人工股関節に関する疑問にお答えします 

2、股関節の病気の診断と検査の疑問にお答えします。 

3、人工股関節の手術前の疑問にお答えします。 

4、人工股関節の手術前の体操についてお答えします。 

5、人工股関節の手術についてお答えします。 

6、あなたの質問にお答えします。 

～人工股関節手術 Q＆A～ 

7、たいせつなあなたの股関節手術の記録 
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